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第 1 章

概要

•このガイドについて（1ページ）

このガイドについて
このガイドでは、Cisco HyperFlexシステムのネットワークと外部ストレージアーキテクチャ
の概要について説明します。また、最初の HyperFlexクラスタの設定後に通常実行されるネッ
トワークおよび外部管理手順についても説明します。

このガイドは、サポートされているすべての HXバージョンで使用されます。
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第 2 章

ネットワーク管理

•ネットワークデザイン（3ページ）
•クラスタセットアップ後のネットワーク構成（9ページ）

ネットワークデザイン

物理ネットワーク

Cisco UCSアップリンクの接続

Cisco UCSネットワークアップリンクは、UCSファブリックインターコネクト (FIs)のペアか
らお客様のデータセンター内の LANに「ノースバウンド」を接続します。すべてのUCSアッ
プリンクが、複数の 802.1Q VLAN IDをアップリングをまたいで伝送するトランクとして機能
します。デフォルトでは、UCSソフトウェアは、UCS設定で定義されたすべてのVLAN IDが
すべての利用可能なアップリンクでトランクに適格であると想定しています。
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図 1 :論理ネットワーク設計

Cisco FIsは、別のネットワークスイッチではなく、エンドポイントの集合としてネットワー
ク上に出現します。内部的に、Cisco FIsはスパニングツリープロトコル（STP）ドメインに
参加しません。また、レイヤ 2イーサネットリンクで相互接続されないため、ネットワーク
ループを形成できません。アップストリームルートブリッジは、STPを介してすべてのリン
クアップ/ダウン決定を行います。

アップリンクは、両方の FIsから接続され、アクティブにされる必要があります。冗長性を確
保するために、それぞれのFI上で複数のアップリンクを802.3adLinkAggregationControl Protocol
(LACP)ポートチャネルとして、または、個別のリンクを通して、複数のアップリンクを使用
することができます。パフォーマンスと冗長性のレベルを最適化するために、仮想ポートチャ

ネル (vPC)機能を使用して、アップリンクを複数の上流に位置するシスコスイッチへの LACP
ポートチャネルとして構築します。vPCアップリンクを使用すれば、すべてのアップリンクを
アクティブ通過データにすることができるうえ、個別のリンク障害や上流に位置するスイッチ

の故障から保護できます。他のアップリンク設定を冗長にすることはできますが、vPCを利用
できない場合はスパニングツリープロトコルループの回避によってリンクが無効になる可能

性があります。

Microsoft Hyper-V向け Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
4

ネットワーク管理

物理ネットワーク



すべてのアップリンク接続方法で、トラフィックをFI間で、つまり、ファブリックAからファ
ブリック Bへ転送できる必要があります。ケーブル、ポート、またはリンクの障害が発生し
て、通常は UCSドメインから外に出ないトラフィックを強制的に UCSアップリンクに転送し
なければならない場合があります。さらに、FIのファームウェアアップデート中など、トラ
フィックフローパターンのメンテナンス手順を簡単に確認できますが、再起動が必要です。

VLANとサブネット

Cisco HyperFlexシステム構成では、アップストリーム LANから複数の VLANを UCSドメイ
ンに伝送する必要があります。これらの VLANは、UCS設定で定義します。

表 1 : HyperFlexインストーラで作成された VLAN

目的VLAN IDVLAN名

Hyper-Vホスト管理インターフェイス

HXストレージコントローラ VM管理イン
ターフェイス

HXストレージクラスタローミング管理イ
ンターフェイス

ユーザが指定hx-inband-mgmt

Hyper-Vホストストレージ vmkernelイン
ターフェイス

HXストレージコントローラストレージ
ネットワークインターフェイス

HXストレージクラスタローミングスト
レージインターフェイス

ユーザが指定hx-storage-data

ゲストVMネットワークインターフェイスユーザが指定hx-vm-data

Hyper-Vホストライブマイグレーション
vmkernelインターフェイス

ユーザが指定hv-livemigration

データセンターでは、物理デバイスの管理に専用ネットワークまたはサブネットを使用するこ

とがよくあります。このシナリオでは、2つのFIのmgmt0インターフェイスを専用ネットワー
クまたはサブネットに接続する必要があります。HyperFlexのインストールでは、これを有効
な構成と見なしますが、以下の注意点があります。次のサブネットへの IP接続が可能な場所
に HyperFlexインストーラを展開する必要があります。

• FIの mgmt0インターフェイスのサブネット

•前述の hx-inband-mgmt VLANで使用されるサブネット

（注）
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ジャンボフレーム

ジャンボフレームを使用するように hx-storage-data VLANおよびサブネットを通過するすべて
の Cisco HyperFlexストレージトラフィックを設定します。すべての通信が 9000バイトの
Maximum Transmission Unit (MTU/最大伝送ユニット)サイズを持つ IPパケットを送信するよう
に設定することを意味します。より大きなMTU値を使用すると、送信される各 IPパケットの
ペイロードが大きくなるため、パケットごとにより多くのデータが送信され、結果的にデータ

の送受信が高速になります。この要件は、ジャンボフレームを渡すようにCiscoUCSアップリ
ンクを設定する必要があることも意味します。CiscoUCSアップリンクスイッチでジャンボフ
レームを許可するように設定できなかった場合は、一部の障害シナリオで、特に、ケーブルや

ポートの障害によってストレージトラフィックがノースバウンド Cisco UCSアップリンクス
イッチを通過したときに、サービスの中断につながる可能性があります。

論理ネットワーク

Cisco HyperFlexシステムは、以下の定義済みゾーンに分類される通信パスを備えています。

表 2 :定義された通信パスのゾーン

説明ゾーン

物理ハードウェア、ハイパーバイザホスト、およびストレージプラット

フォームコントローラ仮想マシン（SCVM）を制御するために必要な接続
で構成されます。これらのインターフェイスと IPアドレスは、LAN/WAN
全体でHXシステムを管理するすべてのスタッフが利用できるようにする
必要があります。このゾーンは、ドメインネームシステム（DNS）と
Network Time Protocol（NTP）へのアクセスを提供し、セキュアシェル
（SSH）通信を可能にする必要があります。

管理ゾーン

HyperFlexハイパーコンバージドシステム内で動作するゲストVMにネッ
トワーク IOを提供するために必要な接続で構成されます。通常、このゾー
ンには、ネットワークアップリンクを介して Cisco UCSファブリックイ
ンターコネクト (FI)にトランキングされ、802.1Q VLAN IDでタグ付けさ
れた複数の VLANが含まれています。これらのインターフェイスと IPア
ドレスは、LAN/WAN全体でHXシステム内のゲストVMと通信する必要
があるすべてのスタッフおよびその他のコンピュータエンドポイントが

利用できるようにする必要があります。

VMゾーン

Microsoft Hyper-V向け Cisco HyperFlex Systemsネットワークおよび外部ストレージ管理ガイド
6

ネットワーク管理

論理ネットワーク



説明ゾーン

Cisco HX Data Platformソフトウェア、Hyper-Vホスト、およびストレージ
コントローラ VMが HX分散データファイルシステムに提供するために
使用する接続で構成されます。適切に運用するためには、これらのイン

ターフェイスと IPアドレスが相互に通信できる必要があります。通常の
運用では、このトラフィックのすべてがCiscoUCSドメイン内で発生しま
すが、このトラフィックが UCSドメインのネットワークノースバウンド
を通過する必要があるハードウェア障害シナリオがあります。そのため、

HXストレージトラフィックに使用される VLANは、FI Bから FI Aに、
または、その逆方向に到達する UCSドメインからのネットワークアップ
リンクを通過できる必要があります。このゾーンは、主に、ジャンボフ

レームトラフィックを含むため、UCSアップリンク上でジャンボフレー
ムを有効にする必要があります。

ストレージゾー

ン

ホストからホストへのゲスト VMのライブマイグレーションを有効にす
るために、Hyper-Vホストによって使用される接続から構成されます。通
常の運用では、このトラフィックのすべてがCiscoUCSドメイン内で発生
しますが、このトラフィックがCiscoUCSドメインのネットワークノース
バウンドを通過する必要があるハードウェア障害シナリオがあります。そ

のため、HXストレージトラフィックに使用される VLANは、FI Bから
FI Aに、または、その逆方向に到達するCisco UCSドメインからのネット
ワークアップリンクを通過できる必要があります。

ライブマイグ

レーションゾー

ン

仮想ネットワーク

Cisco HyperFlexシステムは、ハイパーバイザレベルで事前定義された仮想ネットワーク設計
を備えています。HyperFlexインストーラは、4つの異なる仮想スイッチ（vSwitches）を作成
します。各スイッチでは、Cisco UCSサービスプロファイルで定義された vNICによってそれ
ぞれ処理された 2つのアップリンクを使用します。
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図 2 : Hyper-Vネットワーク設計

表 3 :インストーラ-作成された vSwitches

説明vSwitch

デフォルトのvSwitch0。自動インストールの一部として、Hyper-Vキッ
クスタートファイルで名前を変更します。インストーラは、標準の管

理ネットワークポートグループで、デフォルトのvmkernelポートvmk0
を設定します。スイッチは、ジャンボフレームを含まない 2つのアッ
プリンク（ファブリック A上のアクティブとファブリック B上のスタ
ンバイ）を使用します。インストーラは、ストレージプラットフォー

ムコントローラ VMの 2番目のポートグループを作成し、個々の管理
インターフェイスに接続します。VLANは、vNICテンプレートに割り
当てられるネイティブ VLANではないため、Hyper-Vで割り当てられ
ます。

vswitch-hx-inband-mgmt
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説明vSwitch

自動インストールの一部として作成されています。インストーラは、

ストレージハイパーバイザデータネットワークポートグループで、

vmkernelポートを設定します。システムは、NFSを介した HXデータ
ストアへの接続のため、インターフェイスを使用します。スイッチは、

ジャンボフレームを必要とする 2つのアップリンク（ファブリック B
上のアクティブとファブリック A上のスタンバイ）を使用します。イ
ンストーラは、ストレージプラットフォームコントローラ VMの 2番
目のポートを作成し、個々のストレージインターフェイスに接続しま

す。VLANは、vNICテンプレートに割り当てられるネイティブ VLAN
ではないため、Hyper-Vで割り当てられます。

vswitch-hx-storage-data

自動インストールの一部として作成されています。スイッチは、ジャ

ンボフレームを含まない 2つのアップリンク（ファブリック Aおよび
Bの両方でアクティブ）を使用します。VLANは、vNICテンプレート
に割り当てられるネイティブ VLANではないため、Hyper-Vで割り当
てられます。

vswitch-hx-vm-network

自動インストールの一部として作成されています。スイッチは、ジャ

ンボフレームを必要とする 2つのアップリンク（ファブリック A上の
アクティブとファブリック B上のスタンバイ）を使用します。VLAN
は、vNICテンプレートに割り当てられるネイティブVLANではないた
め、Hyper-Vで割り当てられます。

vswitch-hx-livemigration

クラスタセットアップ後のネットワーク構成

QoSポリシーの作成
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステ
ムクラスを割り当てます。このシステムクラスにより、そのトラフィックの QoSが決定され
ます。

vNICポリシー、または vHBAポリシーに QoSポリシーをインクルードし、その後、このポリ
シーをサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があり
ます。

次の表に示されるシステムクラスを設定できます。
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Table 4:システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可能
なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレーン

を 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポリ

シーを割り当てるために使用できます。

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに対

する QoSを設定します。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されていて、

変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要に応

じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシーがあり

ます。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

ベストエフォート

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに対
する Quality Of Serviceを設定します。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されていて、

変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、データパ

ケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使
用できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。
他のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値が
ある場合、その値は 0にリマークされます。

Note

ファイバチャネル

UCS Managerで QoSポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [ナビゲーション]ペインで、[LAN]をクリックします。

ステップ 3 [LAN]タブで [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 [root]ノード > [Sub-org] > [hx-cluster]の順に展開します

ステップ 5 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 6 [QoSポリシーの作成]ダイアログボックスで、次の表に示すように、システムクラスのフィールドに入力
します。

ホストコントロールレートBurst SizeQoSクラスQoSポリシー名

noneラインレート10240PlatinumPlatinum
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noneラインレート10240ゴールドGold

noneラインレート10240SilverSilver

noneラインレート10240BronzeBronze

noneラインレート10240ベストエ

フォート

ベストエフォート

ステップ 7 [OK]をクリックします。

What to do next

QoSポリシーを vNICまたは vHBAテンプレートに含めます。

MACアドレスプールの作成
すでに存在する可能性があるMACアドレスの重複を避けるために、デフォルトのMACアド
レスのブロックを変更できます。各ブロックには、デフォルトで 100個のMACアドレスが含
まれており、UCSシステムごとに最大 100のHXサーバを展開できます。トラブルシューティ
ングを容易にするために、vNICごとに 1つのMACプールを使用することを推奨します。

8桁目は Aまたは Bのいずれかに設定します。「A」は、ファブリックインターコネクト (FI)
Aにピン接続された vNICで設定されます。「B」は、ファブリックインターコネクト Bにピ
ン接続された vNICで設定されます。

（注）

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Pools] > [root] > [Sub-org] > [hx-cluster] > [MAC Pools]に移動します。

ステップ 3 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 4 [MACプールの作成]ウィザードの [名前と説明の定義]ページで、以下の表に示すように必須フィールド
に入力します。

MACアドレスブロック割り当て順序説明MACプール名

00:25:B5:XX:01:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-mgmt-a

00:25:B5:XX:02:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-mgmt-b

00:25:B5:XX:03:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールstorage-data-a

00:25:B5:XX:04:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールstorage-data-b
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00:25:B5:XX:05:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールvm-network-a

00:25:B5:XX:06:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールvm-network-b

00:25:B5:XX:07:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-livemigration-a

00:25:B5:XX:08:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプールhv-livemigration-b

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前（Name）

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィールド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

MACアドレスが変更されると、ソフトウェアはHyper-Vを以前の設定方法に再設定します。しかし、管理
IPには DHCPが割り当てられたため、IPが変わります。

MACアドレス変更に対する製造プロセスの影響

•特に顧客がUCSファブリックインターコネクトがないHyperFlexサーバを発注する場合、製造プロセ
スと顧客サイトの間でMACアドレスが変わります。

• MACアドレスは、サービスプロファイルの関連付けの際に設定されます。サービスプロファイルの
関連付けの解除の間は、設定されせん。

•製造プロセスの最後で、サービスプロファイルの関連付けが解除されます。つまり、MACアドレス
が未設定になります。

• HyperFlexサーバを導入する場合は、MACアドレスプールを上にあるように設定します。

HXサーバ用の VLANの作成

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 次の表に示すように、右クリックして [Create VLANs]を選択します。
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VLAN ID（デ
フォルト）

マルチキャストポ

リシー名

説明VLAN名

3091HyperFlex次で使用されます。

• Hyper-V管理

•ストレージコントローラVMへのSSH

• HXクラスタ管理 IP：マルチキャスト
トラフィックを使用

• HXデータプラットフォームプラグイ
ン用の HyperFlex VMへの Hyper-V
Managerの接続

hx-inband-mgmt

3092HyperFlex次で使用されます。

• Hyper-V NFSクライアント（IOvisor）

• HyperFlexレプリケーション/クラスタ

•クラスタデータ VIP

hx-storage-data

3093HyperFlex次で使用されます。

• VMおよびストレージ livemigration、
FT、iSCSI

hx-livemigration

任意*HyperFlex次で使用されます。

• VMデータトラフィック

insert existing vlan name

•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いず
れの状況でも同じ設定パラメータが使用されます。

• *VMデータ VLANに関する特別な推奨事項はありません。VMデータトラフィック用の
独自の VLANを作成できます。デフォルトでは、HXDPインストーラは VMデータトラ
フィック用の VLANを作成しません。

（注）

HXサーバ用の vNICテンプレートの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。
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•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

このプロシージャでは、合計 8つの vNICテンプレートを作成します。FI（A）と FI（B）のそ
れぞれに、トラフィック管理、ストレージ管理、ネットワーク管理、および LiveMigration用
のテンプレートを 1つずつ割り当てます。

ステップ 1 Cisco UCSManagerでは、[LAN tab] > [Policies] > [root] > [Sub-Organization] > [Hyperflex] > [vNIC Templates]
に移動します。

ステップ 2 [vNICテンプレート (vNIC Templates)]ノードを右クリックし、[vNICテンプレートを作成 (Create vNIC
Template)]を選択します。

ステップ 3 [Create Network Policy]ダイアログボックスで、次のように必要なフィールドに値を入力します。

説明ネットワーク

制御ポリシー

QoSポ
リシー

MTUMACアド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNICテン
プレート

名

次で使用されます。

• ESX管理

•ストレージコント
ローラ VMへの SSH

•クラスタ管理 IP

• HXDPプラグイン用
の HXコントローラ
VMへの Hyper-V
Manager接続。

• hv-mgmt-aと
hv-mgmt-bは、
Hyper-VManagerで仮
想スイッチ
vswitch-hx-inband-mgmt
のアップリンクとし

て使用されます

ネットワーク

制御ポリ

シー：
hyperflex-infra

Silver1500hv-mgmt-aYeshx-inband-mgmtAhv-mgmt-a

hv-mgmt-bYeshx-inband-mgmtBhv-mgmt-b
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説明ネットワーク

制御ポリシー

QoSポ
リシー

MTUMACアド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNICテン
プレート

名

次で使用されます。

• Hyper-V NFSクライ
アント（IOSvisor）

• HXDPレプリケー
ション/クラスタ

•クラスタデータ VIP

• storage-data-aと
storage-data-bは、
Hyper-VManagerで仮
想スイッチ
vswitch-hx-storage-data
のアップリンクとし

て使用されます

• NFSトラフィック
は、セキュリティと

QoSを考慮して、専
用の vNICおよび
VLAN上にある必要
があります

ネットワーク

制御ポリ

シー：
hyperflex-infra

Platinum9000storage-data-aYesstorage-dataAstorage-data-a

storage-data-bYesstorage-dataBstorage-data-b

次で使用されます。

• VMデータトラ
フィック（VDI、
データベース、およ

びその他）

• vm-network-aと
vm-network-bは、
Hyper-VManagerで仮
想スイッチ
vswitch-hx-vm-network
のアップリンクとし

て使用されます

ネットワーク

制御ポリ

シー：
hyperflex-vm

Gold1500vm-network-aYes（カスタ

マー vlan
名）

Avm-network-a

vm-network-bYes（カスタ

マー
VLAN
名）

Bvm-network-b
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説明ネットワーク

制御ポリシー

QoSポ
リシー

MTUMACアド
レスプー

ル

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファブ

リック
ID

vNICテン
プレート

名

次で使用されます。

• VMおよびストレー
ジ LiveMigration、FT

• hv-livemigration-aお
よび
hv-livemigration-b
は、Hyper-VManager
の仮想スイッチ

LiveMigrationのアッ
プリンクとして使用

されます。

ネットワーク

制御ポリ

シー：
hyperflex-infra

Bronze9000hv-livemigration-aYeshv-motion-aAhv-livemigration-a

hv-livemigration-aYeshv-motion-bBhv-livemigration-b

[全般 (General)]領域で、次の参照テーブルに従って、8つすべての vNICにすべてのプロパティを設定し
ます。

無効フェールオーバー

アダプタTarget

更新Template Type

not setPINグループ

デフォルトStats Threshold Policy

not setダイナミック vNIC接続ポリシー

各vNICテンプレートについて、次の表に示すように
設定します。

VLANs
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表 5 : vNICテンプレートに設定された VLAN

注VLANsvNIC名

HXDPインストーラは、次のようにUCSMLCPvNICに単一のVLAN
を設定します。

• VLAN名を「hx-inband-mgmt」に設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3091に設定します

HXDPインストーラで VLAN IDを変更できます（注）

• HXDPのインストール後、UCSMを開き、追加の VLANを作成
して、「hv-mgmt-a」および「hv-mgmt-b」vNICテンプレート
に追加できます。

これらの追加の VLANを使用して、NetApp
NFS/ISCSIファイラーなどの外部システムにアクセ
スすることができます。

（注）

•ポートグループ名は、VLANの [hx-inband-mgmt]でサポートさ
れる [Storage Controller, Management Network]に設定されている
値です。

hx-inband-mgmthv-mgmt-a

hv-mgmt-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定します。

• VLAN名を「hx-storage-data」に設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3092に設定します

HXDPインストーラでVLANIDを変更できますが、
hx-inband-mgmtと同じにすることはできません。
そうしないと、Hyper-Vルーティングが混乱します。

（注）

•ポートグループ名は次のとおりです。

•「Storage Controller Data Network」の後ろに VLAN
「hx-storage-data」が続きます。

• VMK「Storage Hypervisor Data Network」の後ろに VLAN
「hx-storage-data」が続きます

•サブネット 10

hx-storage-datastorage-data-a

storage-data-b
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注VLANsvNIC名

• UCSMで 1つ以上の VLANを手動で作成します

•ポートグループを手動で作成します。その際、ユーザが作成し
た VLANを後ろに続けます

• UCSMでさらにVLANを作成し、それらをVMトラフィック用
に「vm-network-a」および「vm-network-b」vNICテンプレート
に割り当てることができます。

HXDPインストーラは VLANまたはポートグルー
プを設定しません。

（注）

ユーザが作成した
VLAN

vm-network-a

vm-network-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定します。

• LiveMigration: VLAN hv-livemigration-

• VLAN IDを設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトの VLAN IDは 3093です

•サブネット 10

hv-livemigrationhv-livemigration-a

hv-livemigration-b

ステップ 4 完了したら、[OK]をクリックします。

プライベート VLANについて
プライベート VLANでは VLANのレイヤ 2ブロードキャストドメインがサブドメインに分割
されるので、スイッチで相互にポートを分離できます。サブドメインは、1つのプライマリ
VLANと 1つまたは複数のセカンダリ VLANで構成されます。プライベート VLANドメイン
には、プライマリ VLANが 1つのみ含まれています。プライベート VLANドメインの各ポー
トは、プライマリ VLANのメンバーで、プライマリ VLANは、プライベート VLANドメイン
全体です。

プライベート VLANポートの概要

プライベート VLANポートのタイプは、次のとおりです。

•無差別プライマリ VLAN：無差別ポートはプライマリ VLANに属します。無差別ポート
は、無差別ポートとアソシエートされているセカンダリVLANに属し、プライマリVLAN
とアソシエートされている、すべてのインターフェイスと通信でき、この通信可能なイン

ターフェイスには、コミュニティポートと独立ホストポートも含まれます。セカンダリ

VLANからのすべてのパケットは、この VLANを経由します。
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•独立セカンダリ VLAN：独立ポートは、独立セカンダリ VLANに属しているホストポー
トです。このポートは同じプライベート VLANドメイン内のその他のポートから完全に
分離されていますが、関連付けられている無差別ポートとは通信できます。

•コミュニティセカンダリ VLAN：コミュニティポートは、1つのコミュニティセカンダ
リ VLANに属しているホストポートです。コミュニティポートは、同じコミュニティ
VLANにある他のポートおよびアソシエートされている無差別ポートと通信します。

デフォルトでは、HXの展開に従い、VMネットワークは通常の VLANを使用します。

Stats Daemonのリセット
Description

ネットワークデーモンは、UDPまたは TCP経由で送信されるカウンタやタイマーなどの統計
情報をリッスンし、1つ以上の着脱可能なバックエンドサービスに集計を送信します。

手動で HX Data Platformサーバーに Hyper-Vを再インストールした後、パフォーマンス統計情
報が正しく表示されるように、stats daemonをリセットします。

アクション：stats daemonの再起動

ステップ 1 Hyper-Vホストのコントローラ VMのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 restartコマンドを実行します。

# /etc/init.d/statsd restart

ステップ 3 ストレージクラスタのすべての Hyper-Vホストのコントローラ VMで手順 1および手順 2を繰り返しま
す。
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第 3 章

外部ストレージ管理

•外部ストレージ管理について（21ページ）
•外部ファイバチャネルストレージ（22ページ）

外部ストレージ管理について
Cisco HyperFlexシステムは、ユニファイドファブリックを介して SANストレージとネット
ワークアタッチドストレージ（NAS）の両方への統合されたアクセスを提供します。ストレー
ジアクセスを統一することにより、Cisco Unified Computing Systemは、イーサネット、ファイ
バチャネル、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）、および iSCSIを介してストレージにアクセ
スできます。

次の図は、CiscoHyperFlexシステムが外部ストレージと統合されていることを示しています。

図 3 :外部ストレージと Cisco HyperFlexシステムの統合
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外部ファイバチャネルストレージ

ファイバチャネルのゾーン分割

ファイバチャネル（FC）ゾーン分割によって、FCファブリックを 1つ以上のゾーンに区切る
ことができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できる FCイニシエータと FCターゲット
のセットが定義されます。ゾーン分割により、ホストとストレージデバイスまたはユーザグ

ループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできま
せん。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ファイバチャネルのゾーン分割 Cisco UCS Manager
Cisco UCS Managerは、スイッチベースのファイバチャネル (FC)ゾーン分割と Cisco UCS
Managerベースの FCゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内ではゾー
ン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使ってCisco
UCSドメインを設定できます。

• Cisco UCS Manager-ベースのファイバチャネルゾーン分割：この構成は、直接接続スト
レージとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのスト
レージはファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSロー
カルゾーン分割を使用してCiscoUCSManagerで実行されます。既存のファイバチャネル
または FCoEアップリンク接続を無効にする必要があります。 Cisco UCSは、Cisco UCS
ローカルゾーン分割機能の使用と共存するアクティブなファイバチャネルまたは FCoE
アップリンク接続を現在サポートしていません。

•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この構成は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのストレージは
ファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000
スイッチを介してCiscoUCSドメインの外部から実行されます。この設定では、CiscoUCS
ドメインでのローカルゾーン分割はサポートされません。スイッチベースのゾーン分割

の場合、CiscoUCSドメインはアップストリームスイッチからゾーン分割設定を継承しま
す。
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ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

推奨事項

• CiscoUCSManagerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックイ
ンターコネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホス

トモードではファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

• CiscoUCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ
構成である場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一の VSANセットを設定
することを推奨します。

ファイバチャネルゾーン分割の設定

ステップ 1 まだ完了してない場合は、Cisco UCSドメイン内のファブリックインターコネクトの接続を、外部ファイ
バチャネルスイッチ（MDSなど）から切り離します。

ステップ 2 外部ファイバチャネルスイッチによって管理されたゾーンが Cisco UCSドメイン含まれる場合は、これ
らのゾーンを削除するために、影響を受けたすべての VSANで clear-unmanaged-fc-zone-allコマンドを

実行します。

この機能は現在、Cisco UCS Manager GUIでは使用できません。この手順は、Cisco UCS Manager CLIで実
行する必要があります。

ステップ 3 ファイバチャネルスイッチモードの両方のファブリックインターコネクトでファイバチャネルスイッチ
ングモードを設定します。

エンドホストモードではファイバチャネルゾーン分割を設定できません。http://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_
Guide_3_1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_01110.html#task_
B6E0C2A15FE84D498503ADC19CDB160Bを参照してください。

ステップ 4 ファイバチャネルゾーンのトラフィック転送に必要なファイバチャネルと FCoEストレージポートを設
定します。

「Configuring an Ethernet Port as an FCoE Storage Port」および「Configuring a Fiber Channel Storage Port」を参
照してください。次のリンクを参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/ucs-manager/GUI-User-Guides/Storage-Mgmt/3-1/b_
UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1/b_UCSM_GUI_Storage_Management_Guide_3_1_chapter_
01100.html#task_A33D13CA58924EB1AD35EBA473B92625
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ダイレクトアタッチドストレージ

標準的なダイレクトアタッチドストレージ（DAS）システムは、ホストバスアダプタ（HBA）
を介してコンピュータに直接接続されているデータストレージデバイスで構成されています。

これら2つのポイント間にはネットワークデバイス（スイッチやルータなど）がありません。
DAS接続に使用される主要なプロトコルは、ATA、SATA、eSATA、SCSI、SAS、USB、USB
3.0、IEEE 1394、およびファイバチャネルです。

Cisco UCS Managerでは、SANスイッチでゾーン分割設定をプッシュしなくても DASを使用
できます。ここで説明されているDASの構成では、ストレージアレイポートとファブリック
インターコネクトの間に物理ケーブルが接続済みであることが想定されています。

ストレージが直接接続されている場合でも、[SAN Cloud (SANクラウド)]タブにVSANが作成
されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモード

ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装

置としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリック

インターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードを使用すると、ファブリックインターコネクトは、仮想ホストバスアダ

プタ（vHBA）を介して接続されているすべてのサーバ（ホスト）に代わって、接続されてい
るファイバチャネルネットワークに対するエンドホストとして動作することができます。こ

の動作は、vHBAをファイバチャネルポートアダプタにピン接続することにより実現されま
す（動的なピン接続または固定のピン接続のいずれか）。これにより、ファイバチャネルポー

トはファブリックの残りの部分に対してサーバーポート（Nポート）となります。エンドホス
トモードの場合、ファブリックインターコネクトは、アップリンクポートがトラフィックを

相互に転送するのを拒否することでループを回避します。

エンドホストモードは Nポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォル
トのファイバチャネルスイッチングモードです。

エンドホストモードを有効にすると、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートにハー
ドピン接続されているときに、そのアップリンクポートがダウンした場合、システムはvHBA
を再びピン接続することができず、vHBAはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードは、従来のファイバチャネルスイッチングモードです。スイッチモードを使

用して、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続することができま
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す。ファイバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、ストレー
ジに直接接続された1つのCiscoUCSドメイン）ポッドモデル、またはSANが存在する（アッ
プストリームMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。スイッチモードはデフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードではありません。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、Cisco UCS Managerによりログアウト
され、ファブリックインターコネクトが再起動されます。クラスタ設定では、CiscoUCSManager
により両方のファブリックインターコネクトが同時に再起動されます。2つ目のファブリック
インターコネクトがファイバチャネルスイッチングモードに変更されてシステムが使用でき

るようになるまでには数分間かかります。

重要

ファイバチャネルスイッチングモードを変更すると、両方の Cisco UCSファブリックイン
ターコネクトが同時にリロードします。ファブリックインターコネクトがリロードすると、約

10～ 15分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインの [General]タブをクリックします。

ステップ 4 [General]タブの [Actions]領域で、次のリンクのいずれかをクリックします。

• [Set FC Switching Mode]

• [Set FC End-Host Mode]

現在のモードのリンクはグレー表示されます。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネクトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco UCS
Manager GUIとの接続を解除します。
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FCストレージコネクションを FIに接続し、FCストレージポートとし
て構成する

UCS Managerで、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Fabric Interconnects] > [Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 FC Portsノードの下で、ポートをクリックします。

ステップ 4 選択したポートを右クリックし、[FCストレージポートとして構成（Configure as FC Storage Port）]を選
択します。

ステップ 5 ダイアログボックスで、[Yes]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

ファイバチャネルの VSANの作成
SANクラウドの FCoE VLANと LANクラウドの VLANの IDは違っている必要があります。
同じ IDを使用すると、その FCoE VLANを使用しているすべての vNICとアップリンクポー
トで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。IDが FCoE VLAN IDと重複してい
るすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロップされます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN Cloud] > [VSAN]ノードを選択します。

ステップ 3 [VSAN]ノードを右-クリックし、[ストレージ VSANの作成]を選択します。

ステップ 4 [Create VSAN]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前（Name）

ネットワークに割り当てられている名前。

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-（ハイフン）、
_（アンダースコア）、:（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。また、オブ

ジェクトが保存された後に、この名前を変更することはできません。

[名前（Name）]フィールド

FCスイッチモードの [有効化]ラジオボタンを選択します。HXインス
トーラーは、構成プロセス中にこれを無効にする場合があり、構成の最

後に有効になっていることを確認します。

ファブリックインターコネクトがアップストリームスイッ

チに接続されていないことを確認します。

（注）

[FCゾーニング*]フィールド
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説明名前（Name）

環境に応じて設定を選択します。

• VSANがすべての使用可能なファブリック内で同じVSANIDにマッ
ピングされるようにする場合は、[Common/Global]オプションボタ
ンをクリックします。

•ファブリックAとファブリック Bで異なる IDを持つ 2つのVSAN
を作成する場合は、[Both Fabrics Configured Differently]オプション
ボタンをクリックします。

設定

ネットワークに割り当てられている固有識別情報。FCエンドホスト
モードの場合、3840～ 4079も予約済みの VSAN ID範囲です。

[VSAN ID]フィールド

ファイバチャネル接続に使用される VLANに割り当てられた固有識別
情報。

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerで
は、VLAN 4048が次のデフォルト値に使用されます。4048をVLANに
割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要があります。

[FCoE VLAN]フィールド

次のタスク

新しい HXクラスタを作成する必要がある場合は、HXインストーラを使用した新しいクラス
タでの外部ストレージの構成（27ページ）に移動してください。HXクラスタがすでに作成
されている場合は、既存のクラスタでの外部ストレージの構成（28ページ）に移動してくだ
さい。

HXインストーラを使用した新しいクラスタでの外部ストレージの構成
HXクラスタがまだ作成されていない場合は、次の手順を実行して、HXインストーラを使用
して vHBAと VSANを追加します。

ステップ 1 UCSM設定ページのHXデータプラットフォームインストーラで、[FCストレージを有効にする（Enable
FC Storage）]オプションをオンにします。

ステップ 2 [FCストレージ（FC Storage）]ボックスで、次のフィールドに入力します。

値の例説明フィールド名

FCストレージを有効にするため
に、ボックスをオンにします

FCストレージを有効にする必要が
あるかどうかを示すチェックボッ

クス。

FC Storage
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値の例説明フィールド名

20:00:25: B5: C2WWノード名とWWポート名の両
方を含むWWNプール。それぞれ
のファブリックインターコネクト

に対し、WWPNおよびWWNN用
のWWxNプールが作成されます。

wWxN Pool

hx-ext-storage-fc-aプライマリファブリックインター

コネクト（FI-A）の VSANの名
前。デフォルトでは、

hx-ext-storage-fc-aに設定されてい
ます。

VSAN A Name

70プライマリファブリックインター

コネクト（FI-A）のネットワーク
に割り当てられた一意の ID。

VSAN A ID

hx-ext-storage-fc-b下位のファブリックインターコネ

クト（FI-B）の VSANの名前。
VSAN B Name

70従属ファブリックインターコネク

ト（FI-B）のネットワークに割り
当てられた一意の ID。

VSAN B ID

ステップ 3 HXインストーラがクラスタの作成を完了することを許可します。

次のタスク

ファイバチャネルのゾーン分割（22ページ）を構成します。

既存のクラスタでの外部ストレージの構成

HXクラスタがすでに作成されている場合は、次のタスクを使用して、vNicsと VSANを手動
で追加できます。

WWNNプールの作成

ワールドワイドノード名（WWNN）プールは、ワールドワイドノード名だけを含むWorld
Wide Name（WWN）プールです。サービスプロファイルにWWNNのプールを含める場合、
ソフトウェアは関連するサーバにそのプールからWWNNを割り当てます。
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WWNプールは、20:00:00:00:00:00:00:00～ 20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FF、または
50:00:00:00:00:00:00:00～ 5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内のWWNNまたはWWPNだけを含
めることができます。その他のWWN範囲はすべて予約されています。SANファブリックで
Cisco UCS WWNNとWWPNを確実に一意にするには、プールのすべてのブロックに
20:00:00:25:B5:XX:XX:XXのWWNプレフィックスを使用することをお勧めします。

重要

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する [hx-cluster]サブ組織を展開します。

ステップ 4 [WWNN Pools]を右クリックし、[Create WWNN Pool]を選択します。

ステップ 5 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、[HyperFlex]と入
力します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 8 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

[フォーム]フィールド：ブロック内の最初のWWN。

[サイズ]フィールド：ブロックに含めるWWNの数。

WWNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数にする必要があります。たとえば、ノー
ドごとに 7個のポートがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個
のポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

WWPNプールを作成します。

WWPNプールの作成

WWWPNプールを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [Pools] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [WWPN Pools]を右クリックし、[Create WWPN Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create WWPN Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ダイアログボックスで、[hx-a]と入力しま
す。
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ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create WWNN Pool]ウィザードの [Add WWN Blocks]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create WWN Block]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

[フォーム]フィールド：ブロック内の最初のWWN。

[サイズ]フィールド：ブロックに含めるWWNの数。

WWNプールの場合、プールサイズは ports-per-node + 1の倍数にする必要があります。たとえば、ノード
ごとに 7個のポートがある場合、プールサイズは 8の倍数である必要があります。ノードごとに 63個の
ポートがある場合、プールサイズは、64の倍数である必要があります。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

WWPNプール [hx-b]を作成します。上記の手順に従ってください。

vHBAテンプレートの作成

このテンプレートは、サーバ上の vHBAによる SANへの接続方法を定義するポリシーです。
これは、vHBASAN接続テンプレートとも呼ばれます。このポリシーを有効にするには、この
ポリシーをサービスプロファイルに含めます。

始める前に

vHBAテンプレートポリシーを作成する前に、次のリソースの 1つまたは複数がシステムに存
在することを確認します。

•ネームド VSAN

• WWNNプール、またはWWPNプール

• SANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

ステップ 1 [Navigation]ペインで [SAN]をクリックします。

ステップ 2 [SAN] > [ポリシー] > [ルート] > [サブ組織] > [hxクラスタ]の順に展開します。

ステップ 3 [vHBA Templates]ノードを右クリックし、[Create vHBA Template]を選択します。

ステップ 4 [Create vHBA Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前（Name）

[vhba-a]と入力します。

仮想ホストバスアダプタ（vHBA）テンプレートの
名前。

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。スペース、またはハイフン（-）、アンダースコ
ア（_）、ピリオド（.）およびコロン（:）以外の特
殊文字は使用できません。この名前は、オブジェク

トの保存後には変更できません。

[名前（Name）]フィールド

256文字以下で入力します。

テンプレートのユーザー定義による説明。

[Description]フィールド

[A]を選択します。[Fabric ID]フィールド

ファブリックAに選択したVSANを選択して、この
vHBAに関連付けます。

[Select VSAN]ドロップダウンリスト

[Updating Template]を選択します。

このテンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vHBAが更新されます。

[Template Type]フィールド

デフォルト：2048

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームの
ペイロードバイトの最大サイズ。

[Max Data Field Size]フィールド

[hx-a]を割り当てます。[WWPN Pool]ドロップダウンリスト

<設定しない>[QoS Policy]ドロップダウンリスト

<設定しない>[Pin Group]ドロップダウンリスト

<設定しない>[Stats Threshold Policy]ドロップダウンリスト

ステップ 5 [OK]をクリックします。

次のタスク

ファブリックインターコネクト Bの vHBAテンプレートを作成します。

SAN接続ポリシー

接続ポリシーは、ネットワーク内のサーバと SANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
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およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを
識別します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれるため、静的 IDを接続ポリシーで使用することはお勧めしません。接続ポリシーは、
複数のサーバを設定するためにも使用できます。

（注）

HXノードサービスプロファイルテンプレートへの SAN接続ポリシーの統合

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Server]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profile Template] > [root] > [Sub-Organizations] > [hx-cluster]の順に展開します。

ステップ 3 [Service Template hx-nodes]を選択し、[vHBA]を選択します。

ステップ 4 作業ペインの [Storage]タブで、[SAN Connectivity Policy]セクションにあるドロップダウンリストから
[HyperFlex]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

これにより、この SPTに関連付けられているサービスプロファイルがユーザの確認をとって
から HXノードをリブートします。

vNICまたは vHBAを Hyper-V導入済み HyperFlexクラスタへ追加

HyperFlexクラスタをインストールした後でFlexPodなどの追加のストレージを追加するには、
次の手順に従ってください。これらのハードウェアを変更した後は、一度に複数のノードを再

起動しないでください。後続のノードで再起動または手順を実行する前に、各ノードのヘルス

状態を確認します。

仮想ネットワークインターフェイスコントローラ（vNIC）または仮想ホストバスアダプタ
（vHBA）を導入済み HyperFlexクラスタに追加するには、次の手順を完了します。

始める前に

vHBAの場合、Cisco Download Softwareサイトからドライバをダウンロードしてインストール
する必要があります。

ステップ 1 HyperFlexのサービスプロファイルテンプレートに vHBAを追加します。詳細については、vHBAテンプ
レートの作成 （30ページ）を参照してください。

vHBAをサービスプロファイルテンプレートに追加した後、HXサーバに再起動が必要と表示
されます。この時点では HXサーバを再起動しないでください。

重要

Cisco Software Downloadから vHBAドライバをダウンロードしてインストールします。（注）
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ステップ 2 メンテナンスモードを開始するには、HX Connect UIを使用します。詳細については、『Cisco HyperFlex

Data Platform for Hyper-V管理ガイド』を参照してください。

ステップ 3 システム保守モードに移行後に、CiscoUCSManagerの関連付けられているノードを再起動して新しいハー
ドウェアの追加を完了します。

ステップ 4 ホストをリブートします。

ステップ 5 メンテナンスモードを終了するには、HX Connect UIを使用します。詳細については、『Cisco HyperFlex

Data Platform for Hyper-V管理ガイド』を参照してください。

ステップ 6 HyperFlexクラスタのヘルスステータスをチェックし、次のノードに進む前にクラスタが正常であること
を確認します。

# hxcli cluster info|grep -i health

Sample output:
healthstate : healthy
state: healthy
storage cluster is healthy

ステップ 7 必要に応じて、クラスタ内の各ノードにプロセスを繰り返します。
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第 4 章

iSCSI

• iSCSI SANの概念（35ページ）
• Cisco HXドメインへの iSCSIの接続（35ページ）

iSCSI SANの概念
iSCSISANはコンピュータシステム間またはホストサーバ間でイーサネット接続を使用する、
ハイパフォーマンスのストレージサブシステムです。SANのコンポーネントには、ストレー
ジトラフィックを転送するホストサーバ、スイッチ、ルータ内の iSCSIホストバスアダプタ
（HBA）またはネットワークインターフェイスカード（NIC）、ケーブル、ストレージプロ
セッサ、およびストレージディスクシステムがあります。

iSCSI SANは、クライアント/サーバアーキテクチャを使用します。iSCSIイニシエータと呼ば
れるクライアントは、ホスト上で稼働します。iSCSIプロトコルを使用してカプセル化した状
態で、iSCSIコマンドを発行し送信することで、それは iSCSIセッションを開始します。サー
バーは、iSCSIターゲットと呼ばれます。iSCSIターゲットと呼ばれるサーバーは、ネットワー
ク上の物理ストレージシステムを表します。また、たとえば仮想マシンで稼働する iSCSIター
ゲットエミュレータなどの iSCSIターゲットを仮想 iSCSI SANで提供することもできます。
iSCSIターゲットは必要な iSCSIデータを送信して、イニシエータからのコマンドに応答しま
す。

Cisco HXドメインへの iSCSIの接続

FCストレージ接続を FIに接続し、FCストレージポートとして構成す
る

UCS Managerで、次の手順を実行します。

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。
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ステップ 2 [機器（Equipment）] > [ファブリックインターコネクト（Fabric Interconnects）] >
[Fabric_Interconnect_Name]の順に展開します。

ステップ 3 設定するポートのノードを展開します。

ステップ 4 [Ethernet Ports]ノードで、ポートを選択します。

ステップ 5 ドロップダウンリストから、[アプライアンスポートとして構成する（Configure as Appliance Port）]をク
リックします。

a) 確認のダイアログボックスが表示されたら、[はい（Yes）]をクリックします。

ステップ 6 [Configure as Appliance Port]ダイアログボックスで、必須フィールドに入力します。

ステップ 7 [VLAN]セクションで、次の手順を実行します。

a) [ポートモード]フィールドで、[VLANの作成（Create VLAN）]リンクをクリックして、新しいVLAN
を作成できます。

[Access]：Cisco UCS Manager GUIに [VLANの選択（Select VLAN）]ドロップダウンリストが表示さ
れ、このポートまたはポートチャネルに関連付ける VLANを選択できます。

アプリケーションポートでアップリンクポートをトラバースする必要がある場合、LANク
ラウドでこのポートによって使用される各 VLANも定義する必要があります。たとえば、
ストレージが他のサーバでも使用される場合や、プライマリファブリックインターコネク

トのストレージコントローラに障害が発生したときにトラフィックがセカンダリファブ

リックインターコネクトに確実にフェールオーバーされるようにする必要がある場合は、

トラフィックでアップリンクポートをトラバースする必要があります。

（注）

b) [VLANの選択（Select VLAN）]ドロップダウンリストから VLANを選択します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

HX FIドメインに iSCSIストレージを追加するための VLANの作成

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 以下の表に示すように、右クリックして [VLANの作成]を選択します。

VLAN ID（デフォ
ルト）

マルチキャスト

ポリシー名

説明VLAN名

サンプル値：
4201

HyperFlex外部ストレージの接続を追加するために使

用されます

hx-extstorage-iscsi

•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いず
れの状況でも同じ設定パラメータが使用されます。

•共有タイプは、[None]に設定されます。

（注）
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ステップ 4 [OK]をクリックします。

欠落した HXインストーラをもつ新しいクラスタでの外部ストレージ
の構成

HXクラスタがまだ作成されていない場合は、次の手順を実行して、iSCSIトラフィック用の
vNICと VLANを追加します。

手順の概要

1. UCSM構成ページの HXデータプラットフォームインストーラで、[HXを有効にする]オ
プションをオンにします。

2. [iSCSIストレージ]ボックスで、[iSCSIストレージを有効にする]チェックボックスをオン
にします。

手順の詳細

ステップ 1 UCSM構成ページの HXデータプラットフォームインストーラで、[HXを有効にする]オプションをオン
にします。

[iSCSIストレージ]ボックスが表示されます。

ステップ 2 [iSCSIストレージ]ボックスで、[iSCSIストレージを有効にする]チェックボックスをオンにします。

既存のクラスタでの外部ストレージの構成

HXクラスタがすでに作成されている場合は、次のタスクを使用して、vNicsと VSANを手動
で追加できます。

外部ストレージのMACアドレスプールの作成

すでに存在するMACアドレスの重複を避けるために、デフォルトのMACアドレスのブロッ
クを変更します。各ブロックには、デフォルトで 100個のMACアドレスが含まれており、
UCSシステムごとに最大 100のHXサーバを展開できます。トラブルシューティングを容易に
するために、vNICごとに 1つのMACプールを使用することを推奨します。

8桁目は Aまたは Bに設定します。「A」は、ファブリックインターコネクト (FI) Aにピン接
続された vNICで設定されます。「B」は、ファブリックインターコネクト Bにピン接続され
た vNICで設定されます。

（注）
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ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCS Managerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャルを入力し
ます。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Pools] > [root] > [Sub-org] > [hx-cluster] > [MAC Pools]に移動します。

ステップ 3 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 4 [MACプールの作成]ウィザードの [名前と説明の定義]ページで、以下の表に示すように必須フィールド
に入力します。

MACアドレスブロック割り当て順序説明MACプール名

00:25:B5:XX:1:01-63SequentialHyperFlexシステムに外部スト
レージを追加するためのMAC
プール

hx-extstorage-a

MACアドレスの最後のブロックを確認し、次の順序のブロックを使用して、両方のファブリッ
クに新しいMACプールを作成してください。

（注）

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前（Name）

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィールド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

次のタスク

手順を繰り返して、ファブリックインターコネクト bにMACプール hx-extstorage-bを作成し
ます。

iSCSIストレージの vNICテンプレートの作成

このテンプレートは、サーバ上のvNICとLANの接続方法を定義するポリシーです。これは、
vNIC LAN接続テンプレートとも呼ばれます。このポリシーを有効にするには、このポリシー
をサービスプロファイルに含める必要があります。

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。
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•ネームド VLAN

• MACプール

• Jumbo MTU

• QoSポリシー

ステップ 1 Cisco UCS Managerで、[LAN]タブ > [Policies] > [root] > [Sub-Organization] > [Hyperflex] > [vNIC Templates]
に移動します。

ステップ 2 [vNIC Templates]ノードを右クリックし、[Create vNIC Template]を選択します。

ステップ 3 [Create vNIC Template]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。

説明名前（Name）

extstorage_iscsi-aを入力します

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後に、この名前を変

更することはできません。

[名前（Name）]フィールド

テンプレートのユーザー定義による説明。

256文字以下で入力します。

[Description]フィールド

[A]を選択します[Fabric ID]フィールド

Primary[Redundancy]ドロップダウンリスト

アダプタTarget

[Updating Template]を選択します。

このテンプレートが変更されると、このテンプレー

トから作成された vNICが更新されます。

[Template Type]フィールド

hx-extstorage-iscsi（上記で作成したもの）[VLAN]フィールド

vNIC名[CDN Source]

9000[MTU]ドロップダウンリスト

hx-extstorage-a（以前に作成済み）[MAC Pool]

Bronze[QoS Policy]ドロップダウンリスト

DynamicConnection
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ステップ 4 [OK]をクリックします。

次のタスク

FI Bの vNICテンプレートを作成します。

LAN接続ポリシー

接続ポリシーは、ネットワーク内のサーバと LANの間の接続およびネットワーク通信リソー
スを決定します。このポリシーは、プールを使用してMACアドレスをサーバーに割り当て、
サーバーがネットワークとの通信に使用する vNICを識別します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれるため、静的 IDを接続ポリシーで使用することはお勧めしません。接続ポリシーは、
複数のサーバを設定するためにも使用できます。

（注）

LAN接続ポリシーの作成

ステップ 1 [Navigation]ペインの [LAN]タブをクリックします。

ステップ 2 [LAN]タブで、[LAN] > [Sub-Org] > [hx-cluster] > [LAN Connectivity Policies] > [HyperFlex]を展開します。

ステップ 3 [vNICの追加（Add vNICs）]をクリックします。

ステップ 4 [vNICを作成 (Create vNIC)]ダイアログボックスで、名前を入力します。vNICテンプレートと冗長ペアの
使用をチェックしてください。

例: iscsi-A

ステップ 5 ピア名を入力します。

例: iscsi-B

ステップ 6 [vNIC Template (vNICテンプレート)]の名前として、ドロップダウンリストから [iscsi-A]を選択します。
[OK]をクリックします。

ステップ 7 ステップ 3から 6を繰り返して、vNIC iscsi-Bを作成し、vNIC-bテンプレートを割り当てます。

ステップ 8 [Save Changes]をクリックします。表示される [変更の保存 (Save Changes)]ボックスで、[はい (Yes)]をク
リックして変更を受け入れます。

HXノードサービスプロファイルテンプレートに LAN接続ポリシーを統合します。

HXノードサービスプロファイルテンプレートへの LAN接続ポリシーの統合

ステップ 1 [サーバー（Servers）]タブに移動します。[root] > [Sub-Org] > [hx-cluster] > [Service Template hx-nodes]の
順に展開します。
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ステップ 2 作業ペインの [Network]タブで、[LAN Connectivity Policy]セクションにあるドロップダウンリストから
[HyperFlex] を選択します。

ステップ 3 [Modify vNIC/HBA Placement]をクリックします。iscsi vNICが適切な順序かどうかを確認します。それら
がその順序で最後になっていることを確認します。必要に応じて配置し直します。

FCと iSCSIの両方のストレージを追加する場合は、vHBAの順序がvNICの順序に先行します。（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

これにより、この SPTに関連付けられているサービスプロファイルがユーザの確認をとって
から HXノードをリブートします。

Hyper-V用のネットワークVアダプタの追加

ステップ 1 Windows Device Managerを開きます。

ステップ 2 [Network Adapters (ネットワークアダプタ)]を右クリックします。

ステップ 3 すべてのハードウェアの変更についてシステムをスキャンします。
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第 5 章

SMBまたは CIFSストレージへの Cisco HX
サーバーの接続

• SMBおよび CIFSストレージの注意事項と要件（43ページ）
• Hyper-vの SMBまたは CIFSストレージ環境の設定（44ページ）

SMBおよび CIFSストレージの注意事項と要件
SMBまたは CIFSストレージを使用する場合は、次の構成、ネットワーク、および SMBまた
は CIFSデータストアの注意事項を使用します。

SMBまたは CIFSサーバーの構成ガイドライン

• SMBまたは CIFSストレージを構成する際は、ストレージベンダーの推奨事項に従いま
す。

• SMBまたは CIFSボリュームが SMBまたは CIFS over TCPを使用してエクスポートされ
ていることを確認します。

•ホストのそれぞれにボリュームへのルートアクセス権限が割り当てられるようにします。
NASサーバーがルートアクセス権限を付与しないとしても、ホスト上にSMBまたはCIFS
データストアをマウントすることはできます。ただし、そのデータストアで仮想マシンを

作成することはできません。

• SMBまたはCIFSサーバーが同じ共有に対して両方のプロトコルバージョンを指定してい
ないことを確認します。

NFSネットワークに関する注意事項

•ネットワーク接続を可能にするには、ホストに標準ネットワークアダプタが必要です。

•複数のポートでSMBまたはCIFSトラフィックに対応する場合は、それに応じて適切に仮
想スイッチと物理スイッチが構成されていることを確認します。詳細については、vSphere
ネットワークに関するドキュメントを参照してください。
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SMBまたはCIFSストレージの構成の詳細については、ストレージベンダーのドキュメントを
参照してください。

（注）

Hyper-vの SMBまたは CIFSストレージ環境の設定

ステップ 1 Windowsマシンで、この PCを右クリックして [Map Network Drive (ネットワークドライブのマップ)]を選
択します。

ステップ 2 ターゲットサーバの IPアドレスと、そのアドレスに対応するパスを入力します。

ステップ 3 [OK]をクリックします。
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SMBまたは CIFSストレージへの Cisco HXサーバーの接続

Hyper-vの SMBまたは CIFSストレージ環境の設定

このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。

リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている場合がありますことをご了承ください。

あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


